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効果発現年度 　　□当年度　　　　　　　　■後年度（30年度）

市町村名 宜野座村

平成２８年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-⑥ リバーパーク整備事業（観光拠点施設整備） 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（２）－（ウ）

観光客受入体制の整備

担当部課名 宜野座村建設課
事業実施

（予定）年度
平成27～29年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－（１）

事業内容
平成23年度に作成した「漢那福地川リバーパーク基本計画」を素案として、検討委員会にて計画実施にむけての細部を協議し、漢那福地川周辺
の豊かな自然を活かした観光拠点整備を推進する。平成26年度、当該計画地の村有地化（公共空地の購入）が完了し、平成27年度は、観光情
報拠点施設整備に向けて実施設計を実施した。平成２８年度より施設整備を実施する。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　28年度 28年度（繰越） 29年度 30年度 31年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 1,427,824 -

(b)予算現額 553,953 -

(c)増減額(b-a) ▲ 873,871 - 0 0 0

(d)繰越額 - 873,871

A．計(b+d) 553,953 873,871 0 0 0

B．執行済額 553,953 885,553

うち交付金充当額 443,162 699,097

次年度繰越額 873,871 -

執行率（％）(B/A) 100.0% 101.3% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

予算の状況の説明

工事（6件）の繰越に伴い監理業務委託についても繰越となった。
上記工事6件、委託業務1件を繰越した事に伴い繰越額873,871千円となった。
H28（繰越）の交付金充当額について、B．執行済額885,553千円から対象外経費11,684千円を差し引いた873,871千円の
80％とする。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H28（繰越）活動目標（指標）
達成状況

28年度（繰越） 29年度 30年度 31年度

宜野座村観光拠点施設工事監理業務
目　標

監理業務
締結、完了

実　績 業務完了

宜野座村観光拠点施設整備工事（建築）
目　標

建築工事
完了

実　績 完了

宜野座村観光拠点施設整備工事（機械設
備）

目　標
機械設備工事

完了

実　績 完了

宜野座村観光拠点施設回廊外2件整備工
事（建築）

目　標
回廊外2件建築

完了

実　績 完了

宜野座村観光拠点施設回廊外2件整備工
事（電気設備）

目　標
回廊外2件電気設備

完了

実　績

達
成
状
況
説
明

湧水のため前年度繰越の土木工事に遅れが生じ、その影響で建築工事（2件）、電気設備工事（2件）、機械設備工事（2件）及びその監
理委託業務（1件）を繰り越して実施し平成３０年３月に工事完了した。

完了

宜野座村観光拠点施設回廊外2件整備工
事（機械設備）

目　標
回廊外2件機械設備

完了

H28成果目標（指標）
基準値

（　28年度）
29年度 30年度

建築・電気・
機械設備工事
整備進捗率

84.0％

・ゲートゾーン（観光拠点施設及び周辺公
園整備など）の整備進捗率（84.8％）

目　標

【H３０成果目標】
年間利用客数

目　標

建築・電気・
機械設備工事
整備進捗率

　84.8％

実　績

進

捗

状

況

説

明

観光拠点施設の建設工事が完了し、ゲートゾーンの整備進捗率84.0％で概ね当初目標を達成することが出来た。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

31年度
目標値

（30年度）

宜野座村観光拠点施設整備工事（電気設
備）

目　標
電気設備工事

完了

実　績

建築・電気・
機械設備工事
整備進捗率

84.0％

実　績 完了

実　績 完了

１８１，０００人

建築・電気・
機械設備工事
整備進捗率

　84.8％



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

漢那リバーパーク等整備検討委員会にて計画実施に向けての細部について
協議を行った。観光拠点施設整備の実施設計をH27にて発注したが、地質
調査において、想定を超える深度となったことで基礎工法の比較検討に不測
の日数を要したことから繰越となった。

工事の工程については、近接する工事と密に調整を行うことで工事遅延等の
改善に努めたが、県内外の建設工事の需要増に伴い資材の調達、下請け業
者の確保に苦慮し繰越となった。事業の早期発注など対策に勤めたい。
また、観光拠点施設完成後に施設の入込客の増加を図り、にぎわい創出と
宜野座村の魅力の向上、観光産業振興、地域経済の活性化に向け取り組
む。

今後の取り組み方針

宜野座村観光拠点施設を整備後、東海岸線に立地する観光施設と連携・交流を強化することで東海岸の滞在型・周遊型観光ルートを確立し、観光入込み客の増
加を図ることで北部地域の観光産業振興や地域の活性化を図る。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

885,553 873,871 699,097 174,774 11,684

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○委託業務及び工事の業者選定は、指名競争入札、随意契
約により実施しており妥当であったと考えている。
○資材の調達、下請け業者の確保に苦慮し不測の日数を要
したことから繰越工事の要因となったが、当初計画していた
事業規模としては適正な規模であったと考えている。
○費目・使途について事業目的達成の観点から必要なもの
なのか等については額の確定時において検査、確認してお
り、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

宜野座村 
885,553千円 

工事請負費 
 

875,293千円 

宜野座村観光拠点施設工事監理業務 

仲程土建㈱・㈲丸安建設・㈱東
成建設特定建設工事共同企業

体 

㈲玉城電気設備・㈲丸真産業 
特定建設工事共同企業体 

62,298千円 

宜野座村観光拠点施設整備工事（建

築） 

宜野座村観光拠点施設整備工事 

（電気設備） 

㈲玉城電気設備 
64,388千円 

宜野座村観光拠点施設整備工事 
（機械設備） 

㈲當真組・㈲宮城工務店 
特定建設工事共同企業体 

90,923千円 

宜野座村観光拠点施設回廊外2件 
整備工事（建築） 

㈲玉城電気設備 
15,581千円 

㈲玉城電気設備 
12,490千円 

宜野座村観光拠点施I回廊外2件整備

工事 

宜野座村観光拠点施整備工事 
（機械設備） 

委託費 
 

10,260千円 

（交付対象外経費） 
工事請負費 
11,684千円 
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進
捗
状
況
説
明

・イチゴ狩り来場者数は目標値より600人減の達成率８０％となっている。

実　績

2,400人

目　標

目標値
（31年度）

イチゴ狩り来場者数　3,000人

目　標 3,000人 9,000人

実　績

達
成
状
況
説
明

ハウス整備については目標どおり実施できたが、管理棟整備については急遽作業棟の実施設計を行う必要が生じ、その実
施に不測の日数を要したため、年度を繰り越して整備した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H28成果目標（指標）
基準値

（　年度）
28年度 29年度 30年度

管理棟整備　　 　５０㎡

目　標 １棟

実　績 １棟

目　標 １棟

実　績 １棟

予算の状況の説明

管理棟建築工事について、施設利用するイチゴ農家と仕様等について協議したところ、構造計算を踏まえた仕様にする
必要が生じたため、急遽作業棟の実施設計を行う必要が生じ、その実施に不測の日数を要したため、作業棟に係る工
事15,506千円を29年度に繰越した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H28活動目標（指標）

達成状況

28年度 29年度 30年度 31年度

ハウス整備　１，９２０㎡

執行率（％）(B/A) 67.0% 96.1% #DIV/0! #DIV/0!

次年度繰越額 15,506 0

うち交付金充当額 20,127 9,538

B．執行済額 31,449 14,904

A．計(b+d) 46,955 15,506

(d)繰越額 15,506 15,506

0

(c)増減額(b-a) ▲ 15,506 0

29年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 46,955 0

(b)予算現額 31,449

事業内容

　農業用観光施設（イチゴハウス）を整備することによりイチゴ栽培農家の増加を促し、イチゴ狩り観光型農業による県内外からの来客者の受け
入れ増に繋げ新たな観光の創出を目指すと共に本村の新規作物であるイチゴ栽培の振興・県内唯一のイチゴ産地化を目指し村PRを図る。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

28年度 28年度（繰越） ２９年度 30年度

農林漁業の担い手の育成・確保
及び経営安定対策等の強化

担当部課名 産業振興課
事業実施

（予定）年度
平成28～31年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-１-（６）

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

市町村名 宜野座村

平成２８年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

３－② 農業用観光施設モデル整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章-３-（７）-エ



○設計委託料及び請負工事費の業者選定は、本村指名委
員会で選定した業者を指名し、競争入札を実施しており、妥
当であったと考える。
○単年度に見合った予算規模で適正であったと考える。
○受益者である農家から総事業費の２割を負担しており、事
業内容等を判断しても妥当であったと考える。
○費用・使途については、事業目的の観点から、必要なもの
なのか等については額の確定時において検査、確認し、適
正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

46,353 37,082 29,665 7,416 9,271

今後の取り組み方針

・栽培農家へ専門家による栽培管理指導を実施し、安心・安全で良質なイチゴを安定的に生産供給することで、本村イチゴのPRを図る。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・本事業によりハウス整備したことで栽培面積が拡大し、本村全体のイチゴ
狩り来場者数は増加したが、本事業で整備した施設利用農家においては、
新たな環境下において苗の植え付け時期に遅れが生じたため成果目標に届
かなかった。

・基本計画で目標としている４施設におけるイチゴ狩り来場者数９，０００人の
実現に向け、引き続き整備を進めるとともに、施設利用農家の栽培管理を徹
底させる。

宜野座村 
46,353千円 

合同会社新里建築設計事務所 
993千円 

工事請負費 
45,360千円 

委託料 
993千円 

株式会社三和アグリテクノ 
30,456千円 

設計委託業務 

ハウス建築工事一式 

作業棟建築工事一式 
有限会社玉城電気設備 

14,904千円 

（交付対象外経費） 
総事業費の20％ 

9,271千円 


